
経営学部准教授 福山 文子

「どうせ学校なんか変わらない・・・」と、思って
いませんか。

学校だけじゃない、社会もひょっとしたらみんなが
楽しく過ごせるように変えていけるかも・・・、そう
思わせてくれるかもしれない（保険かけました：笑）
本です。

すごく読みやすい。あっという間に読めちゃいます。
なぜか？先ずは、学校教育という、私たちの経験につ
ながる内容だからだと思います。もう一つ理由をあげ
るなら、なんかおかしい・・・、でもしかたないのか
も・・・とモヤモヤしていた想いを言語化し、その上
「おかしくないよ。しかたなくないよ。ホラ！」と、
想像を超えた実践で証明してくれているからだと思い
ます。とにかく、痛快！です。

でも、この本は「痛快」だけで終わらせてはいけな
い気もします。「定期テストをやめた」「いつ登校し
てもかまわない」「チャイムもいらない」学校で笑顔
を取り戻していく子ども達の姿から、私たちは何に気
づき、何を変えていかなければならないのか・・・。
そんなことも考えさせてくれる本です。西郷校長、
ちょっとニヒルでなかなかのカタヤブリです。賛同で
きない方もいるかもしれません。それはそれでいいの
だと思います。

私にとっては、既存のものを鋭く問いつつ「すべて
の子どもたちが3年間楽しく過ごせるにはどうしたらい
いか」を考え続ける西郷校長の姿勢は魅力的でした。
誰一人排除しない学校、誰一人排除しない社会のあり
方を考えるヒントが詰まっています。

『校則なくした中学校たったひとつの校長ルール』
西郷孝彦 小学館
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